
起倒，昇降および7回一テイング司能
な一般撮影白の開鞘と使用経験
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5ummαryl　For　patients　after　abdominal　surgery　or　with　back　pain，using　an　X－ray　photography　table　which　can　stand　and　lie

greatly　reduces　physical　stress，Howeve鵡the　formerly　used　X－ray　photography　table　in　o皿medical　center　had　no　function　of　vertical

and　horizontal　motion．So，it　was　difficult　for　us　to　take　an　X－ray　photograph｝へCollaborating　with　Ohbayashi　Seisakusho，we　made

insufficient　functions　of　the　X－ray　photography　table　correct．Although　the　initial　perfo㎜ance　was　achieved，some　problems　emerged．

We　would　like　to　further　improve　the　X－ray　photography　table　to　make　it　more　patient－friendly．

要旨

術後の腹部立位や臥位撮影，腰痛等で歩行困難な脊椎等の撮影をする場合，起倒できる撮影台を使用すると臥位になる

ときに患部に力が入らず，痛みが少ないので最適である．しかし，当院では以前に起倒できる撮影台を使用していたが，

昇降とフローティングの機能がなく，乗り降りに踏み台を必要としたり，左右のポジショニングは患者さんの体を動かし

て行わなければならないなど，一般撮影には使いづらく，この撮影室は主に術後の腹部専用撮影室となっていた．今回，

大林製作所の協力を得て，起倒昇降とフローティングも可能な撮影台を製作できた．当初計画した性能は達成できたが，

使用にあたっていくつかの問題点が出てきた．今後さらに性能を高め，多くの患者さんに「優しい医療」を提供できるよ

う，努力したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日放技誌54：1092－1095，2007）

〔はじめに〕

　私たち放射線技師は，術後撮影等の痛みのある患

者さんの一般撮影をする際には細心の注意を払い，

できるだけ体に負担をかけず，安全に検査ができる

ように心掛けている．しかし，撮影台に寝ていただ

く際にはどうしても傷口に力が入ってしまうので苦

痛は大きい．そのような撮影の場合，当院では以前

に起倒式撮影台を使用していたが，撮影台の高さは

85cmと固定で，撮影天板のフローティング機構はな

く，乗り降りに踏み台を必要としたり，左右のポジ

ショニングは体を動かして行なわなければならない

など，一般撮影には使いづらく，この撮影室は主に

術後の腹部撮影専用室となっていた．

　今回，起倒撮影台に昇降と撮影天板のフローティ
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ング機能を付加させた撮影台（写真1：以後

DEX－1000改とする）を大林製作所と共同開発した

ので，基本性能と使用経験を報告する．

〔撮影台の設計に要求した墓本性能〕
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①一般撮影に使用するため，撮影台は一般的な

　大きさの80cmX200cmとすること．

②撮影天板が縦，横にフローティングすること．

③撮影天板が昇降すること．最低位は50cm以下

　とし，最高位は85cmを目安とすること．

④撮影台は起倒すること．着脱式足台を付ける

　こと．

⑤撮影台の起倒は片一方支持とし，動力駆動部

　はできるだけコンパクトにして足方向に寄せる

　こと．

⑥安全対策を施すこと．

〔DEX－1000改の構造および墓本性能〕

　DEX－1000改の仕様を表1に示した．撮影天板は，

標準的な大きさの80cm×200cmとした．フローティ

ングの縦移動は撮影天板の移動距離45cmと，カセッ
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